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兵衛志殿女房御返事 弘安二年一一月二五日 五八歳

兵衛志殿女房、絹片裏給び候ひ了んぬ。此の御心は法華経の御宝前に申し上げて候。
ひょうえのさかん かたうら た

まことゝはをぼへ候はねども、此の御房たちの申し候は、御子どもは多し。よにせけん
世 世 間

かつかつとをはすると申し候こそなげかしく候へども、さりともとをぼしめし候へ。恐

々謹言。
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